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教育委員教育委員会会　委員就任委員就任
令和２年９月30日をもって任期満了となった森井良子氏の後任として、10月１日に青木雅代氏が教育委員会委員に任命されました。
任期は令和６年９月30日までの４年間です。

　このたび、教育委員会委員を務めさせていただくことになりました。誠に微力
ではありますが、これまでの経験などを生かして、小平市の教育の発展のために
誠心誠意努力してまいりたいと思います。
　私には高校１年と小学６年の息子がおりますが、ちょうど長男の出産時に、他
県より転居してまいりました。慣れない土地でも、安心して子育てができるこの
小平市の環境を、とてもありがたく感じておりました。
　子どもが小学校、中学校と進み、ＰＴＡ活動では市内の多くの保護者の皆様が、
お子様や学校のためにと協力的に活動されている姿に触れることができました。
そして子どもたちのために登下校を見守ってくださり、夏祭りやお餅つきなどの

地域行事を開催してくださっている地域の皆様の
支援があり、安心し、充実した日々を過ごせるとい
うことも実感できました。
　今もなお学校などで、子どもたちのキラキラとした真剣な眼差しに触れるたび、
心に響くような体験の場を増やしていってあげたいという思いに駆られます。
　春には桜の花が咲き、夏には涼しい木陰を作り、秋にはどんぐり拾いのできる
グリーンロードがあり、自然環境にも恵まれたこの小平が、世代を超えた誰にとっ
ても素敵な場所と感じ、心に残る体験ができるまちであることをより実感してい
ただけるよう努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

青木委員挨拶

　国が掲げる「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて、準備を進めています。　今回（12月号）から３回に分けて、小平市の取組を紹介します。

小小平平市市立立小小・・中中学学校校にに11人人11台台ののパパソソココンン（（端端末末））環環境境をを整整備備ししまますす

小平市のＧＩＧＡスクール構想vol.小平市のＧＩＧＡスクール構想 vol.11

次号（３月号）においては、「ＧＩＧＡスクール構想で目指す教育内容」を紹介する予定です。

Society 5.0で実現する社会

　ＧＩＧＡスクール構想は、文部科学省が提唱する「児童・生徒向けの１人１
台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、子どもたちを誰
一人取り残すことのない、公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国
の学校現場で持続的に実現させる構想」です。
　今や、社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常のものとなっており、
Society 5.0※時代に生きる子どもたちにとっては、これらの環境は必要不可
欠なものとなっています。
　現在、全国の自治体において、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた整備が
進められています。

ＧＩＧＡスクール構想とは？

※Society 5.0
　狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 
3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもので、第５
期科学技術基本計画において国が目指すべき未来社会の姿として初めて提
唱されたものです。
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●１人１台端末の整備
　小平市立小・中学校の児童・生徒と教員に、Google Chrome OSを搭載した端末（Chromebook）を１人１台配備します。また、必要なセキュリテ
ィ対策を講じるとともに、端末の充電や保管をするための保管庫の整備も行います。
●校内ネットワーク環境の整備
　小平市立小・中学校の端末を使用する教室などに無線ＬＡＮアクセスポイントを設置するとともに、複数の端末が同時に利用できるよう通信速度の速
いケーブルの敷設等を行います。

小平市の令和２年度の取組
令和３年度からの端末の活用に向けた準備を行います。

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けＧＩＧＡスクール構想の実現に向けてて

特別支援学級
（タブレット）

パソコン教室
（パソコン）

概ね３人に１台各校20台
（概ね18人に１台）小学校

概ね３人に１台各校40台
（概ね8.5人に１台）中学校

小平市立小・中学校の
児童・生徒用パソコンの整備状況 令和２年１２月１日現在 ・文章作成ソフトで文章を書き、コメント機能を用いて助言を行う。

・文章作成ソフトの機能により、文章を推こうし、データを共有する。国語

・各自で収集したデータや地図情報を重ね合わせ、情報を読み取る。
・分析した情報をわかりやすく加工して発表する。社会

・端末の機能を使い、児童・生徒のアウトプットの質と量を大幅に高める。
・一人一人が海外の児童・生徒とつながり、英語で交流や議論を行う。外国語

・観察、実験を動画等で記録し、現象を科学的に分析し、考察を深める。
・写真やグラフを挿入し、レポート、プレゼンテーション資料などを作成する。理科

・式の値を変化させて、グラフを動かしながら、二次関数の特徴を考察する。
・プログラミングを通して作図を行う。算数・数学

＜１人１台端末の学習事例＞ ※文部科学省資料より


